
二次評価結果

　評価できる取組

・デマンド交通「のりあい」の実証運行を大王町、志摩町及び阿児町で実施されたことを確認しました。
・高校生等航路通学支援補助金の継続実施や訪島のきっかけとなるようなイベントの実施などを通じ、通学費用
の負担軽減やあご湾定期船の利用促進に努められ、また観光客等の定期航路利用者数が増加傾向であることを
確認しました。

　期待する取組

・AIデマンド交通の実証を踏まえた本格運行への移行については、通年運行による利用の定着に向けた検討、AI
を活用することの必要性や、地域住民や利用者の声など、様々なデータや意見などを反映し、さらには地域間幹
線系統との重複にも考慮した、抜本的な見直しに向けた取組を推進されることを期待します。
・定期航路の利用促進については、間崎島の住民にかかる利用実態の把握はもちろんのこと、水産高校の通学
需要、サイクリスト等来訪者の需要も把握した上で、鉄道事業者との連携強化も含めさらなる需要喚起に努められ
ることを期待します。

評価対象事業      離島航路
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